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開館後の状況について 

１．入館者数（開館日数） 

 

月 開館日数 入館者数 １日平均 備考 

３月 ８日間 ９，８２３人 １，２２７人 開会式、桜まつり 

４月 ２６日間 １３，４２１人 ５１６人 桜まつり 

５月 ２７日間 ９，２２７人 ３４１人 企画展終了（～５／１９） 

６月 ２６日間 ３，８２７人 １４７人  

合計 ８７日間 ３６，２９８人 ４１７人  

 

４月 ２日（開館９日目）  １万人達成 

４月１８日（開館２３日目） ２万人達成 

５月１９日（開館５１日目） ３万人達成 

 

２．企画展開催事業 

年に４回企画展を開催し、刈谷やその周辺の地域の歴史に関して学ぶ機会や、遠方の歴史資料

を借用公開することでさまざまな歴史資料に触れる機会を市民に提供。 

⑴ 初代刈谷藩主 水野勝成展～「鬼日向」のいくさとまちづくり～ 

 ア 会期 平成３１年３月２４日（日）～５月１９日（日） ５１日間 

      ※３月２５日（月）、４月３０日（火）臨時開館  

 イ 観覧料 無料 ※開館記念展として開催のため。 

 ウ 入場者数 ２０，１５１人（１日平均約３９５人）（入退室カウンター数値による） 

 エ 図録 単価 ８００円 

 販売 ８４０冊（３月２４日～５月１９日） 

      ※現在、通信販売中。 

オ 印刷物  

 Ｂ２ポスター    １，０００枚 

 Ａ４チラシ    ５３，０００枚 

 図録（Ａ４変型）  ２，５００冊 

 展示リスト（Ａ４）３０，０００枚 
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カ 開催イベント 

 名称 日時 内容 

記
念
講
演
会 

「水野勝成を巡る人

間模様」 

３月２４日（日） 

午後１時３０分～ 

講師：水野勝之氏（水野宗家２０代当主） 

聴講２３０名 

「私の歴史、文化活

動」 

５月４日（土・祝） 

午後２時～ 

講師：水野勝之氏 

聴講１３６名 

関
連
講
演
会 

「水野氏と城下町」 ３月３０日（土） 

午後１時３０分～ 

講師：山村亜希氏（京都大学准教授） 

聴講１３０名 

「徳川家康と刈谷水

野氏」 

５月１２日（日） 

午後２時～ 

講師：藤井譲治氏（石川県立歴史博物館

長） 

聴講１５０名 

福
山
デ
ー
（
５
月
５
日
（
日
・
祝
）
） 

福山城博物館学芸員

による特別講座・ギ

ャラリートーク 

午後１時３０分～ 講師：皿海弘樹氏（福山城博物館学芸員） 

聴講７５名 

喜多流大島能楽堂に

よる出張公演 

午前１１時～ 

午後１時～ 

講師：大島衣恵氏（能楽シテ方喜多流） 

聴講２回計１１２名 

備後絣製作実演 午前１０時、１１時、

午後２時 

糸車の体験を含む 

協力：備後かすり学習会 

「八朔の馬出し」展

示 

４月２８日(日)～５

月５日（日・祝） 

鞆の浦で開催されている「八朔の馬出

し」で使用された馬の展示 

福山市ＰＲブースの

出展 

午前１０時～午後３

時 

チラシ配布、ばらグッズ等の販売、 

当日の来館者数８４１名 

そ
の
他
関
連
イ
ベ
ン
ト 

戦国講談 ４月１３日（土） 

午後２時～ 

出演：旭堂鱗林氏（講談師） 

聴講９５名 

水野勝成関連武将画

コーナー 

４月２３日（火）～

５月３日（金・祝） 

「水野勝成伝～“鬼日向”とサムライた

ち」 

場所：講座室 

見学者計２，８３５名 

展示説明会 ４月６日（土） 

午後２時～ 

講師：長澤（当館学芸員） 

聴講５０名 

ギャラリートーク ４月１４日（日） 

４月２９日（月・祝） 

５月３日（金・祝） 

５月１８日（土） 

午前１１時～ 

講師：４月２９日は五十嵐（当館学芸員） 

   その他は長澤 

聴講計６８名 
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３．市史資料整理活用事業 

文化財・博物館活動のもととなる文書史料や歴史資料の調査・収集・整理・保存を実施。具体

的には、市内外に存在する資料の調査や、寄贈資料・収集未整理資料の目録作成、収蔵品検品（収

蔵品の保存状況把握）等。 

 例）今岡神明社所蔵棟札、土井家家紋入甲冑の調査 

   月僊画「三国志武将図」等の受入 

   小垣江神明社所蔵品調査 

 

４．来館者アンケートの実施 

来館者に向けてアンケートを実施。 

期間（平成３１年３月２４日～令和元年５月３１日） 

詳細別紙１参照。 

 (1)年齢層 

  各年代あまり偏りが見られない。 

(2)居住地 

「市内」が約半分、「愛知県内」が約４０％で、来館者の約９割が「愛知県内」である。県外

では、東京都や大阪府が多かった。 

 (3)同行者 

  「一人」と「家族」が約４０％であった。 

 (4)来観回数 

  開館直後であるので、「初めて」がほとんどであるが、「２～４回」も１０％いた。 

(5)来館目的 

 「常設展示」、「企画展示」が約３０％を占めた一方で、「観光目的」は４％と低かった。 

(6)情報取得元 

 「市民だより」や「ポスター・チラシ」が約３０％を占める一方、「知人から」や「ＳＮＳ」

は少なかった。 

(7)興味をひかれたコーナー 

 「歴史ひろば」や「企画展示室」が約３０％、「お祭りひろば」が約２０％を占めた。 

(8)展示内容・方法の評価 

 「とてもよい」と「よい」を合わせて約８０％あった。 

 

５．関連グッズ売上 

 当館開催の展覧会図録や刈谷市史、ＤＶＤ刈谷偉人伝、発掘成果報告書、歴史関連カプセルト

イ等を販売し、調査・研究成果を広く普及・啓発。 

売上等詳細は別紙２参照。 
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６．参加・体験型歴史文化教育普及事業 

郷土の歴史文化に対する誇りと愛着を育むため、市民が歴史文化について学ぶ機会を創出。 

(1)歴史文化体験講座の開催 

毎月第４日曜日に開催。 

  ５月 姫きものをつくろう！ 午前・午後各１５名 

  ６月 はじめての水墨画体験 午前１５名 午後１２名 

(2)簡単工作づくりの開催 

勾玉づくり（１回１００円、土日祝のみ、学校休み期間中は毎日）、ブラバンキーホルダー（１

回５０円、学校休み期間中のみ）、かきつばた折紙（無料） 

(3)市内中学校１年生向けの歴史博物館見学 

５月下旬～６月上旬にかけて実施。市内全６校の中学１年生総計 約１、４００名。 

(4)甲冑試着体験 

令和元年５月３日開催。５１名参加。 

(5)ミュージアムシアターの上映 

講座室にて、刈谷に関係のある人物や事柄についての映像を放映。 

 例）水野勝成、小堤西池のカキツバタ、於大の方、天誅組など 

(6)国際博物館の日記念イベント「缶バッチづくり」実施概要 

令和元年５月１８日(土) 

企画展の内容に関係する問題を掲示し、その問題に答えられた人に「刈谷市歴史博物館限定

缶バッチ」を作成。 

２５８名参加。 

(7)出前講座 

 教育委員会生涯学習課を通して依頼。学芸員が刈谷の歴史のテーマに沿って、依頼元で講座

を行う。 

 今年度６月末までに１件（住吉小学校６年生）実施。 


